
３

北
海
道

室
蘭
市
、
檜
山
振
興
局
管
内
、
上
川
総
合
振
興
局
管
内
及
び
オ

ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
管
内

〇
m

五
〇

七
m

五

岩
手
県

全
域

栃
木
県

全
域

群
馬
県

全
域

福
井
県

全
域

岐
阜
県

全
域

滋
賀
県

全
域

京
都
府

全
域

兵
庫
県

神
戸
市
、
尼
崎
市
、
西
宮
市
、
芦
屋
市
及
び
伊
丹
市
を
除
く
全

域

奈
良
県

全
域

和
歌
山
県

全
域

鳥
取
県

全
域

島
根
県

全
域

岡
山
県

全
域

広
島
県

全
域

山
口
県

全
域

長
崎
県

全
域

沖
縄
県

全
域

T

X2

七
・
五
以
下

V
H

２
g

T

七
・
五
超

D
H ef
２
g

T
gh

2

平成™š年˜—月š˜日 月曜日 (号外第™šœ号)官 報

備
考

こ
の
表
に
掲
げ
る
区
域
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
行
政
区
画
に
よ
つ
て
表
示
さ
れ
た

も
の
と
す
る
。

第
六
条
第
一
項
第
二
号
ハ
中
「
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
」
を
「
ニ
ュ
ー
ト
ン
毎
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
ハ
中
「
静
的
震
動
法
」
を
「
静
的
震
度
法
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
耐
震
設
計
設
備
」
の
下
に
「
及
び
配
管
系
」
を
加
え
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
地
動
速
度
又
は
地
動
変
位
」
を「
地
表
面
に
お
け
る
地
震
動
に
対
す
る
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
」

に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
号
イ
中
「i

t ＝

abP
o D

m

４
t
－

W
V
|
F

V

g
D

m t
＋
４

M

g
D

m ２
t

cd

１c
o
s
_

」
を
「i

t ＝

abP
o D

m

４
t
－

W
V －

F
V

g
D

m t
＋

４
M

g
D

m ２
t

cd

１c
o
s
_

」
に
、「
第
六
条
第
三
号
」
を「
第
六
条
第
一
項
第
三
号
」に
、「i

c ＝

abP
o D

m

４
t
－

W
V ＋

F
V

g
D

m t
＋
４

M

g
D

m ２
t

cd
１c
o
s
_

」
を
「i

c ＝

ab－
P

o D
m

４
t
＋

W
V ＋

F
V

g
D

m t
＋
４

M

g
D

m ２
t

cd

１c
o
s
_

」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
ロ
中
「
第
六
条
第
三
号
」

を
「
第
六
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、同
号
ハ
中 「i

t ＝
a－
２

c

e＋
a２
－

c

・
２

p

n
a A

b

」を 「i
t ＝

a－
２

c

e＋
a２
－

c

・
２

p

n
n

a A
b

」

に
、 「i

t ＝
a－

c

0•
4
8

abe＋
a６
＋

c３

cd
H�I

1
5

b（
a－

c)
＋
２n
a A

b

J¢KP

」
を

「i
t ＝

a－
c

0•
4
8

abe＋
a６
＋

c３

cd
H�I

1
5

b（
a－

c)
＋

２n
a A

b

J¢KPn

」
に
改
め
、「
、
c
」
の
下
に
「
、
n
」
を
加
え
、「
na

レ
グ
一
本
当
た
り
の
基
礎
ボ
ル
ト
本
数
」
を

「
n

ロ
\
に
規
定
す
る
値

na

レ
グ
一
本
当
た
り
の
基
礎
ボ
ル
ト
本
数
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
一
号
ロ
中
「
第
六
条
第
二
号
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
二
号
」に
改
め
、同
号
ハ
中「i

G ＝
M

G
1 ＋

M
G
2

Z
c
u

」

を
「i

G ＝
|
M

G
1 ＋

M
G
2 |

Z
c
u

」
に
、「
第
六
条
第
二
号
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
か
ら
第
四

号
ま
で
の
規
定
及
び
第
六
号
中
「
第
六
条
第
二
号
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
三
号
の
表
さ
ら
形
の
項
中
「P

o D
h

４
t
h

・
１４

ef
３
＋
 
∏

ª

R
m

r
gh

」
を
「P

o D
h

４
t
h

・
１４

ef
３
＋
 
∏

ª

R
h

r
gh

」に
改

め
、
同
表
備
考
中
「
、
h
」
の
下
に
「
、
Rh

」
を
加
え
、「
h

鏡
の
内
側
の
だ
円
体
の
短
径
の
二
分
の
一
の
値
（
腐
れ

し
ろ
を
除
く
。
単
位

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）」を
「
h

鏡
の
内
側
の
だ
円
体
の
短
径
の
二
分
の
一
の
値
（
腐
れ
し
ろ
を
除

Rh

鏡
の
中
央
部
の
内
径
の
二
分
の
一
の
値
（
腐
れ
し
ろ
を
除
く
。
単

く
。
単
位

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

位

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

」に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
号
イ
中
「
第
六
条
第
一
号
」を「
第
六
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、「M

2 ＝
ef
１
－

hH
l gh

1•
3
９
X

2 W
2 H

2

g

」

を
「M

2 ＝
ef
１
－

hH
l gh

1•
3
X

2 W
2 H

2

g

」
に
、「
X2

第
二
設
計
地
震
動
の
地
表
面
に
お
け
る
水
平
加
速
度
で
あ
つ
て
、
次

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
液
面
揺
動
の
固
有
周
期
の
区
分
に
応
じ
、同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
算
式
に
よ
り
得
ら
れ
る
値（
単

位

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
毎
秒
毎
秒
）

備
考

こ
の
表
に
お
い
て
T
、
VH

及
び
DH

は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。」を

「
X２

第
二
設
計
地
震
動
の
地
表
面
に
お
け
る
水
平
応
答
加
速
度
で
あ
つ
て
、
次
の
算
式
に
よ
り
得
ら
れ
る
値
（
単
位

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
毎
秒
毎
秒
）

X
２ ＝
２
g

T
C

d V
H （

T
）

こ
の
算
式
に
お
い
て
T
、

VH（T）
及
び
Cd

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

T
及
び

VH（T）

そ
れ
ぞ
れ
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
値

Cd

減
衰
定
数
の
値
に
応
じ
て
定
ま
る
補
正
係
数
で
、
第
六
条
第
一
項
第
一
号
の
図
è
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
値
。

た
だ
し
、
液
面
揺
動
の
減
衰
定
数
は
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。」に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
号
ロ
中
「
第
六
条
第
一
号
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
二
第
二
号
イ
中
「
設
計
圧
力
」
を
「
常
用
の
圧
力
」
に
、「P

e ＝
４

F

g
D

e ２
±

1
6
M

g
D

e ３

」
を
「P

e ＝
４

F

g
D

e ２
＋

1
6
M

g
D

e ３

」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
各
号
」
を
「
イ
か
ら
ホ
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
中
「
耐
震
設
計
設
備
」
の
下
に
「
及
び
配
管
系
」
を
加
え
る
。

š
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